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日常生活で消費するエネルギーを超えたカロリーを摂取し続けると、脂肪が白色脂肪組織
に過剰に蓄積され、肥満や過体重の状態になります。肥満は、関節疾患や猫の糖尿病など多
くの慢性疾患のリスクを引き上げ、寿命を短縮させるなどペットのQOLに対し悪影響を与え
ます。1-6

このような深刻な健康被害をもたらすにも関わらず、飼い主はペットの肥満を問題と認識し
ていないことが多いです。7-11  加えて、多くの獣医師は飼い主に対しペットの体重について
指摘することを苦手とする傾向があります。12

しかし、飼い主に対し理想体型を維持することの重要性や、肥満を予防・管理するために適切
な食事管理をする必要性があることを伝えることは、彼らの愛犬・愛猫の寿命を延ばすため
に大きな役割を担っていることを心に留めておく必要があります。12

脂肪組織

2
3

4
8

9
10
12
15
17
24

肥満の定義と診断

肥満の有病率

肥満の原因とリスク因子

肥満の合併症

犬猫のエネルギー要求量

ピュリナの長生き研究と肥満の予防

減量指導のコツ

飼い主の心理および行動の理解

栄養素の役割

肥満動物におけるマイクロバイオームの役割

参考文献

付録︓ボディコンディションスコア（BCS）システムの紹介

目　次



日常生活で消費するエネルギーを超えたカロリーを摂取し続けると、脂肪が白色脂肪組織
に過剰に蓄積され、肥満や過体重の状態になります。肥満は、関節疾患や猫の糖尿病など多
くの慢性疾患のリスクを引き上げ、寿命を短縮させるなどペットのQOLに対し悪影響を与え
ます。1-6

このような深刻な健康被害をもたらすにも関わらず、飼い主はペットの肥満を問題と認識し
ていないことが多いです。7-11  加えて、多くの獣医師は飼い主に対しペットの体重について
指摘することを苦手とする傾向があります。12

しかし、飼い主に対し理想体型を維持することの重要性や、肥満を予防・管理するために適切
な食事管理をする必要性があることを伝えることは、彼らの愛犬・愛猫の寿命を延ばすため
に大きな役割を担っていることを心に留めておく必要があります。12

脂肪組織

2
3

4
8

9
10
12
15
17
24

肥満の定義と診断

肥満の有病率

肥満の原因とリスク因子

肥満の合併症

犬猫のエネルギー要求量

ピュリナの長生き研究と肥満の予防

減量指導のコツ

飼い主の心理および行動の理解

栄養素の役割

肥満動物におけるマイクロバイオームの役割

参考文献

付録︓ボディコンディションスコア（BCS）システムの紹介

目　次



2  3

肥満の定義と診断

世界保健機関（WHO）は、肥満を「体脂肪が過剰に蓄積した
状態で、健康へ深刻な悪影響をもたらすもの」と定義して
います。ヒトでは、ボディマス指数 (BMI：身長と体重に基づい
て算出される成人の肥満度を表す体格の指数）というものが
あり、これが25を超えると過体重とみなされ、30を超えた
場合は肥満と呼ばれています。13

犬猫の場合は、肥満についてコンセンサスのとれた定量的な
定義はありませんが、体重が本来の理想体重よりも20～25%
あるいは30%ほど上回った場合には、肥満だと考えられてい
ます。11,14-16  体重をモニタリングすること自体は有用である
ものの、この数値自体はあくまでも健康状態を表すひとつ
の指標でしかありません。
特に犬においては、品種によって体格に大きな違いがあるた
め、個々の理想体重を定義する上で、ひとつの指標を定める
ことは困難を極めます。加えて、見かけの体重が一定であっても、
水面下では除脂肪体重（筋肉）や脂肪の増減などの体組成の
変化が起こっている可能性もあります。

犬猫の体型を評価する上で、広く実用化されているのが、ボディ 
コンディション スコア（BCS）システムです。15-20

BCSシステムは、主観的および準定量的な方法ではあります
が、視診と触診により体脂肪の付き具合を評価することで、品種
や体格を問わず、理想的な体重を推測することができます。
 
ピュリナの研究者たちは、犬猫の体型評価のために９段階の
BCSシステムを開発しました。17,18

この論文は査読付き論文でもあり、現在、世界小動物獣医師会
（WSAVA）でも使用が推奨され、世界中の獣医療現場で活用
されています。19-21

（付録の“ボディ コンディション スコア（BCS）システムの紹介”
をご覧ください。）
 
このBCSシステムでは、ペットの体型を、上から見たときの腰の
くびれの有無、横から見た際の腹部のたるみ、そして肋骨を容易
に触知できるかどうかにより評価します。
 
犬の場合は４～５、猫では５が理想的なBCSのスコアとなって
います。（図1）

理想スコアを1つ逸脱するごとに、5～10%の体脂肪過剰および
10～15%の体重過剰を表しています。17,18,20

BCSが8や9に達したペットは、肥満であるとみなすことができ
ます。

ペットを過体重や肥満と診断する場合は、甲状腺機能低下症
などのペットの体重に影響を及ぼすような基礎疾患がないか
除外診断を行うことも必要です。

肥満は、世界的にみても重要な疾患です。ある調査によると、
犬では最大65％、猫では最大63%が獣医師によって肥満ある
いは過体重だと診断されています。7,8,27-45

人間と同様に、肥満の犬猫の割合は年々と上昇しています。
16,31,46-48

肥満の原因とリスク因子

■ 遺伝的素因
ラブラドール・レトリーバー、ゴールデン・レトリーバー、コッカー・
スパニエル、ダックスフント、ダルメシアン、シェットランド・
シープドック、ロットワイラー、ビーグルなどの犬種（これらの
犬種の交雑種も含む）は、遺伝的に肥満になりやすいことが
知られています。11,39,41,42,49

猫では、マンクス、ブリティッシュ・ショートヘア、ノルウェー
ジャン・フォレストキャットやペルシャ猫とその交雑種が肥満
の好発猫種とされています。11,30,32,34,50

■ 年齢
中年期のペットは、若年期や高齢期および超高齢期のペットと
比較して、太りやすいことが知られています。11,29,30,32,34,41,51

また、子犬や子猫の時期の肥満は、成犬・成猫期の肥満リスク
を上昇させる可能性があるという報告もあります。52

生後３か月から１年までの間を自由採食で飼育し、急速に成長
した子猫は、成猫になった際に体重過剰になりやすい可能性
も示唆されています。53

■ 飼育環境と活動レベル
人間も座りっぱなしのライフスタイルをおくる人が多いですが、
近年ペットでも同様の傾向がみられています。13

多くの犬猫は室内で暮らし、フードやおやつが毎日きちんと
した量を与えられており、屋外飼育や自力で獲物を捕獲しなく
てはならない犬猫と比較すると、１日の消費エネルギー量が
低くなりがちです。68

運動頻度の低い犬では体重増加のリスクが上昇しており56,58、
同様の傾向が室内飼育の猫でもみられます。15,32,50

■ 過剰なカロリー摂取
市販のペットフードに記載されている給与目安量は、平均的な
ペットのエネルギー要求量に基づいて記載されています。その
ため、個々のペットに応じて過剰給与にならないように量を調整
して与える必要があります。47

■ 避妊・去勢手術
複数の研究から、オス猫とメス犬では、術後に肥満のリスクが
高まるとの報告がありました。11,29,30,34

動物種と年齢の両方の観点から、避妊・去勢手術は体重増加
のリスクを上げると考えられています。11,29,30,32-34,41,49,50,54-58

ある研究では、避妊・去勢手術が行われた犬の38％において
肥満や体重過多がみられ、未避妊または未去勢の犬の有病率
25%よりも明らかに体重過多になる割合が多いことが分かり
ました。41

これは、避妊・去勢手術後に犬猫の食事量が増えたために、
摂取エネルギー量が増加したことが原因だと考えられています。
52,54,59-64

これらは、性ホルモンの減少により起こると考えられており、
特に食欲抑制作用を持つとされるエストラジオールの減少が
強く関与していると考えられています。52

いくつかの異論は存在するものの62,63 複数の研究において、
避妊・去勢手術後の犬猫では消費エネルギーが減少すること
が報告されています。54,55,57,61,65,66

これらの論文内で生じた数値の差は、分析方法やプロトコル
の違いによって生じたと考えられています。（例：間接熱量測定
法の使用、食事制限の程度、活動レベルの違い 等)
しかしながら、この差異がエネルギー消費量の変化が原因な
のか、またその影響がどの程度なのかについては未だ検討の
余地があります。59

ペットの成長速度が緩やかになる時期に避妊・去勢手術を
行った場合は、エネルギー消費量も、成長期の終わりに合わせ
て自然に減少していきます。47,67

性ホルモンの血中濃度は、ペットの活動量に影響を与える可能
性が示唆されていますが、その機序は未だ十分には解明され
ていません。52

避妊・去勢手術後に体重が増加したメス猫を用いた研究では、
術後に脂質代謝に関わる遺伝子の発現に変化が見られました
が、これが体重増加の原因あるいは影響をもたらしたかどうか
未だ明らかにはなっていません。54

BCSと併せて筋肉量を評価することは、肥満体型のペットで生
じがちな除脂肪体重の減少を把握する上で役立ちます。22

WSAVAのマッスル コンディション スコア（MCS）は、査読付
き論文としても公開されており、筋肉の消耗具合を評価する
ためのツールとして作成されました。22,23

BCSと同様に視診と触診に基づき、筋肉量が“正常”なのか、
あるいは“軽度”、“中等度”、“重度”の消耗があるのかを評価し
ます。
 
除脂肪体重とは、体重から体脂肪を除いたものを指します。
除脂肪体重には、骨格筋や内臓などの重さが反映されるため、
これを維持することは健康を保つ上で重要な意味を持ちます。
例えば、除脂肪体重は、免疫細胞、赤血球、ホルモンなど、あら
ゆる細胞の構成成分であるタンパク質を合成するためのアミノ
酸の供給源としての役割を持ち、また動物の代謝エネルギー
量（体内で消費されるカロリー）の95%を担っています。24,25

体脂肪と比較して除脂肪体重の割合が高いほど、一般的に
ペットの基礎エネルギー代謝の量は増加します。26

ボディ コンディション スコア（BCS）
マッスル コンディション スコア（MCS）

①上から見たときに腰のくびれが
   確認できること
 
②容易に肋骨を触知できること
 
③横から見たときに腹部ラインに
   巻き上がりが確認できること

①上から見たときに腰のくびれが
   確認できること
 
②容易に肋骨を触知できること
 
③横から見たときに腹部のたるみが
   最小限であること

図１︓犬猫の理想体型の目安
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避妊・去勢手術後に体重が増加したメス猫を用いた研究では、
術後に脂質代謝に関わる遺伝子の発現に変化が見られました
が、これが体重増加の原因あるいは影響をもたらしたかどうか
未だ明らかにはなっていません。54

BCSと併せて筋肉量を評価することは、肥満体型のペットで生
じがちな除脂肪体重の減少を把握する上で役立ちます。22

WSAVAのマッスル コンディション スコア（MCS）は、査読付
き論文としても公開されており、筋肉の消耗具合を評価する
ためのツールとして作成されました。22,23

BCSと同様に視診と触診に基づき、筋肉量が“正常”なのか、
あるいは“軽度”、“中等度”、“重度”の消耗があるのかを評価し
ます。
 
除脂肪体重とは、体重から体脂肪を除いたものを指します。
除脂肪体重には、骨格筋や内臓などの重さが反映されるため、
これを維持することは健康を保つ上で重要な意味を持ちます。
例えば、除脂肪体重は、免疫細胞、赤血球、ホルモンなど、あら
ゆる細胞の構成成分であるタンパク質を合成するためのアミノ
酸の供給源としての役割を持ち、また動物の代謝エネルギー
量（体内で消費されるカロリー）の95%を担っています。24,25

体脂肪と比較して除脂肪体重の割合が高いほど、一般的に
ペットの基礎エネルギー代謝の量は増加します。26

ボディ コンディション スコア（BCS）
マッスル コンディション スコア（MCS）

①上から見たときに腰のくびれが
   確認できること
 
②容易に肋骨を触知できること
 
③横から見たときに腹部ラインに
   巻き上がりが確認できること

①上から見たときに腰のくびれが
   確認できること
 
②容易に肋骨を触知できること
 
③横から見たときに腹部のたるみが
   最小限であること

図１︓犬猫の理想体型の目安

肥満の有病率
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食事中のエネルギー密度は、栄養素によって大きく異なります。
脂肪は、タンパク質や炭水化物と比較して、グラム当たり約２
倍のカロリーを含有しています。そのため、高脂肪食は肥満の
リスク因子のひとつになります。ある研究では、高脂肪食の
給与は猫での体重増加を引き起こしましたが、高炭水化物を
給与した場合は、同様の事象が起きませんでした。69

一般に、脂肪の添加は嗜好性を上げるため、好きな食事を選べ
るような環境下で飼育すると、ペットはより高脂肪の食事を
好む傾向があります。

フード中の水分含有量を増やすと、エネルギー密度を下げること
ができるため、ウェットフードは同量のフリーズドライのフード
よりも摂取カロリーを抑えることが可能です。7０

複数の研究において、ドライフードの給与は肥満のリスク因子
であることが報告されています。15,29

また、一般にドライフードはウェットフードよりも給与時のエネ
ルギー密度が高くなるよう設計されており71、自由採食で飼育
する場合は、フードの量を正確に測定して与えないと過剰給与
になる恐れがあります。15,29,47

一方で、フードの性状と体型は関連性がないという報告もあり
ます。7,27,28,41

過去の報告によると肥満や太り気味の猫では、食事回数を
定めるのではなく自由採食の形式で与えることが多いと示唆
されています。33,51

一方で犬の場合は、１日１回の食事が肥満のリスクを引き上げ
ていることがオーストラリアの研究報告から判明しました。56
 
肥満の飼い主のペットは同様に肥満傾向を示すことが多いと
の報告もあり、ペットと飼い主の体型は相関するということが
わかっています。74,78
 
飼い主は、過剰な体重がペットの健康に対して悪影響を及ぼ
すことを理解しているのかもしれませんが77、単純にペットの
状態を正確に把握できていない可能性もあります。ある調査に
よると、飼い主はペットのBCSを過小評価する傾向があること
が分かりました。7-11,27,28,51,72,79,80

肥満において特に重要とされるアディポカインには、レプチン、
アディポネクチン、レジスチンといったホルモンや、腫瘍壊死因
子α（TNF-α）などの炎症性サイトカインも含まれています。
レプチンはエネルギー消費や食欲に影響を与える炎症誘発性
物質だと考えられています。
通常、血漿中のレプチン濃度は食後に上昇し、満腹感を与える
ことで食欲を抑制します。アディポネクチンはインスリンのシグ
ナル伝達を促進し、炎症を収束させます。46,83,84

肥満の個体では、アディポカインの分泌量が変化することが知
られており、体脂肪が増加するにつれて血中のレプチン濃度も
上昇していきます。83,84

これにより、体内では長期的に軽度の炎症状態が続くことに
なります。
肥満に関するヒトの研究では、血中の炎症性サイトカインの量
は体系的に上昇することが報告されています。85

ピュリナが行った研究では、犬猫でも同様の結果が得られ、肥
満の個体は痩せた個体と比較した際に、炎症性サイトカインの
血中濃度が上昇していることが分かりました。54,83,86-89

さらに肥満でみられる慢性的なレプチン濃度の上昇は、レプ
チン抵抗性を誘発し、食欲抑制へと働きかけるレプチンの作用
を鈍化させます。6,46,84,89,90 （図3）
その他の研究では、肥満のヒトや猫でアディポネクチンの血中
濃度の減少が確認されましたが、犬ではその傾向に一貫性を
見いだせませんでした。54,83,84,87,88,91,92

肥満の合併症

■ 飼い主の心理と行動
飼い主の存在そのものも、ペットの体重増加に影響を与えて
います。51,74-76  ある調査によると、肥満のペットの飼い主は、
飼い主の気を引くためにペットが行った全ての行動を“おねだり”
だと解釈し74、食事やおやつを与えてしまう傾向があること
が分かりました。51,56,74 

また別の研究では、犬への愛着が強い飼い主ほど、おやつを与
えたりペットに構いがちな傾向があり、そのような行動がペット
のBCSの増加と関連性をもつことが分かっています。76

飼い主が、フードの給与量を量っていない、もしくは適当に量っ
ている場合には、過剰給与になっている可能性があります。77

これらの研究結果にはつじつまが合わないところもありますが、
食事の給与方法もまた体型に影響を与える可能性があるよう
です。

■ 変形性関節症
変形性関節症は、成犬の5頭に1頭が罹患していると言われて
います。97,98

この痛みを伴う進行性の疾患は、ペットの活動性とQOLを
低下させる恐れがあります。
また、この疾患は機械的（過剰な体重によって骨格系にかかる
負荷）、代謝的、および生化学的要因の組み合わせによっても
生じ、犬では肥満に関連しておこる最も一般的な疾患だと考え
られています。99,100

ここからは、ピュリナが14年もの歳月をかけて行った画期的な
研究についてご紹介します。
この研究は、体型と寿命の関係性を証明した初めての研究で、
48頭のラブラドール・レトリーバーの子犬を用いて、生涯にわ
たるモニタリングを行っています。1 （図4）
カロリー制限を行い、当時の理想体型（対照群）よりも痩せ気
味に管理された犬では、変形性関節症の発症が有意に少なく
なることが実証されました。1,101,102

炎症性物質は脂肪組織から産生されるため、アディポカインの
上昇は、肥満とその関連疾患の多くと相関性がみられます。
5,6,84
　
ある研究によると、肥満はフリーラジカルの大量生産と関連し
ており、太ることで酸化ストレスが増大すると報告されています。
酸化ストレスは、組織損傷の一因となり、多くの病気の発症に
関わっています。93,94
　
酸化ストレスによりもたらされる悪影響の多くは、減量すること
で軽減あるいは元の状態に戻すことができるとされています。
86,88,91,95,96
　
犬猫における肥満に関連しておこる疾患は、次のものがあげら
れます。

脂肪をため込む役割を持つ白色脂肪細胞は、過剰なエネ
ルギーを貯蔵しておくだけではなく、内分泌組織としても機能
しています。46,81,82

白色脂肪組織の白色脂肪細胞や他の細胞は、ホルモンやサイト
カインおよびアディポカインという名で知られる様々なタン
パク質因子を分泌しています。
アディポカインは、食欲や炎症経路の調整などの様々な役割を
担っています。6,46,81,82 （図2）

脂肪組織

食欲とエネルギーバランス
レプチン、アディポネクチン

神経栄養因子
NGF

サイトカイン
TNF-α, IL-1β, IL-6, 
IL-10, IL-18, TGF-β

脂肪酸、
グリセロール、

コレステロール、
ステロイドホルモン

急性期タンパク質
SAA、CRP、メタロチオネイン、

ハプトグロビン

止血凝固系物質
アンギオテンシノーゲン、PAI-1

ケモカイン
MCP-1,MIF

図２︓脂肪組織からは様々な種類のアディポカインが分泌されます。
TNF-α︓腫瘍壊死因子α　IL＝インターロイキン　TGF-β＝トランス
フォーミング増殖因子β　SAA＝血清アミロイドβ　CRP＝C反応性蛋
白質　PAI-1＝プラスミノーゲン活性化抑制因子１　MCP-1＝単球走
化性促進因子１　MIF＝マクロファージ遊走阻害因子　NGF＝神経成
長因子 図３︓肥満による悪影響 図４︓ピュリナの長生き研究

48頭のラブラドール・レトリーバー

性別と体重が同じ
同腹犬をペアで選出

グループ分け 対照群

6.7/94.6/9

カロリー制限群

肥満

生後8週間以降、
対照群よりも

25％摂取エネルギーを
制限して飼育

炎症性メディエーターと
ホルモンの放出

過重による
機械的影響

慢性炎症

生理学的影響

酸化ストレス
（細胞障害の加速）

脂肪組織

インスリン抵抗性
関節への負荷

可能性のあるリスク

病気
跛行

糖尿病

ペットの摂食行動に影響する遺伝子の表現型として、「過食
型」と「自己制御型」の２つがあります。72

自由採食で飼育した場合、過食型の表現型をもつ個体は他の
個体よりも、カロリーを過剰摂取しがちな傾向があります。72

これらの中には、食事をねだったり漁ったりする習慣をもつ
個体がいますが、このような行動もカロリーの過剰摂取を引き
起こす原因となり得ます。73

また、多頭飼育の猫では競争の心理やストレスから、過食を示
す傾向が強まるとされています。72
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食事中のエネルギー密度は、栄養素によって大きく異なります。
脂肪は、タンパク質や炭水化物と比較して、グラム当たり約２
倍のカロリーを含有しています。そのため、高脂肪食は肥満の
リスク因子のひとつになります。ある研究では、高脂肪食の
給与は猫での体重増加を引き起こしましたが、高炭水化物を
給与した場合は、同様の事象が起きませんでした。69

一般に、脂肪の添加は嗜好性を上げるため、好きな食事を選べ
るような環境下で飼育すると、ペットはより高脂肪の食事を
好む傾向があります。

フード中の水分含有量を増やすと、エネルギー密度を下げること
ができるため、ウェットフードは同量のフリーズドライのフード
よりも摂取カロリーを抑えることが可能です。7０

複数の研究において、ドライフードの給与は肥満のリスク因子
であることが報告されています。15,29

また、一般にドライフードはウェットフードよりも給与時のエネ
ルギー密度が高くなるよう設計されており71、自由採食で飼育
する場合は、フードの量を正確に測定して与えないと過剰給与
になる恐れがあります。15,29,47

一方で、フードの性状と体型は関連性がないという報告もあり
ます。7,27,28,41

過去の報告によると肥満や太り気味の猫では、食事回数を
定めるのではなく自由採食の形式で与えることが多いと示唆
されています。33,51

一方で犬の場合は、１日１回の食事が肥満のリスクを引き上げ
ていることがオーストラリアの研究報告から判明しました。56
 
肥満の飼い主のペットは同様に肥満傾向を示すことが多いと
の報告もあり、ペットと飼い主の体型は相関するということが
わかっています。74,78
 
飼い主は、過剰な体重がペットの健康に対して悪影響を及ぼ
すことを理解しているのかもしれませんが77、単純にペットの
状態を正確に把握できていない可能性もあります。ある調査に
よると、飼い主はペットのBCSを過小評価する傾向があること
が分かりました。7-11,27,28,51,72,79,80

肥満において特に重要とされるアディポカインには、レプチン、
アディポネクチン、レジスチンといったホルモンや、腫瘍壊死因
子α（TNF-α）などの炎症性サイトカインも含まれています。
レプチンはエネルギー消費や食欲に影響を与える炎症誘発性
物質だと考えられています。
通常、血漿中のレプチン濃度は食後に上昇し、満腹感を与える
ことで食欲を抑制します。アディポネクチンはインスリンのシグ
ナル伝達を促進し、炎症を収束させます。46,83,84

肥満の個体では、アディポカインの分泌量が変化することが知
られており、体脂肪が増加するにつれて血中のレプチン濃度も
上昇していきます。83,84

これにより、体内では長期的に軽度の炎症状態が続くことに
なります。
肥満に関するヒトの研究では、血中の炎症性サイトカインの量
は体系的に上昇することが報告されています。85

ピュリナが行った研究では、犬猫でも同様の結果が得られ、肥
満の個体は痩せた個体と比較した際に、炎症性サイトカインの
血中濃度が上昇していることが分かりました。54,83,86-89

さらに肥満でみられる慢性的なレプチン濃度の上昇は、レプ
チン抵抗性を誘発し、食欲抑制へと働きかけるレプチンの作用
を鈍化させます。6,46,84,89,90 （図3）
その他の研究では、肥満のヒトや猫でアディポネクチンの血中
濃度の減少が確認されましたが、犬ではその傾向に一貫性を
見いだせませんでした。54,83,84,87,88,91,92

肥満の合併症

■ 飼い主の心理と行動
飼い主の存在そのものも、ペットの体重増加に影響を与えて
います。51,74-76  ある調査によると、肥満のペットの飼い主は、
飼い主の気を引くためにペットが行った全ての行動を“おねだり”
だと解釈し74、食事やおやつを与えてしまう傾向があること
が分かりました。51,56,74 

また別の研究では、犬への愛着が強い飼い主ほど、おやつを与
えたりペットに構いがちな傾向があり、そのような行動がペット
のBCSの増加と関連性をもつことが分かっています。76

飼い主が、フードの給与量を量っていない、もしくは適当に量っ
ている場合には、過剰給与になっている可能性があります。77

これらの研究結果にはつじつまが合わないところもありますが、
食事の給与方法もまた体型に影響を与える可能性があるよう
です。

■ 変形性関節症
変形性関節症は、成犬の5頭に1頭が罹患していると言われて
います。97,98

この痛みを伴う進行性の疾患は、ペットの活動性とQOLを
低下させる恐れがあります。
また、この疾患は機械的（過剰な体重によって骨格系にかかる
負荷）、代謝的、および生化学的要因の組み合わせによっても
生じ、犬では肥満に関連しておこる最も一般的な疾患だと考え
られています。99,100

ここからは、ピュリナが14年もの歳月をかけて行った画期的な
研究についてご紹介します。
この研究は、体型と寿命の関係性を証明した初めての研究で、
48頭のラブラドール・レトリーバーの子犬を用いて、生涯にわ
たるモニタリングを行っています。1 （図4）
カロリー制限を行い、当時の理想体型（対照群）よりも痩せ気
味に管理された犬では、変形性関節症の発症が有意に少なく
なることが実証されました。1,101,102

炎症性物質は脂肪組織から産生されるため、アディポカインの
上昇は、肥満とその関連疾患の多くと相関性がみられます。
5,6,84
　
ある研究によると、肥満はフリーラジカルの大量生産と関連し
ており、太ることで酸化ストレスが増大すると報告されています。
酸化ストレスは、組織損傷の一因となり、多くの病気の発症に
関わっています。93,94
　
酸化ストレスによりもたらされる悪影響の多くは、減量すること
で軽減あるいは元の状態に戻すことができるとされています。
86,88,91,95,96
　
犬猫における肥満に関連しておこる疾患は、次のものがあげら
れます。

脂肪をため込む役割を持つ白色脂肪細胞は、過剰なエネ
ルギーを貯蔵しておくだけではなく、内分泌組織としても機能
しています。46,81,82

白色脂肪組織の白色脂肪細胞や他の細胞は、ホルモンやサイト
カインおよびアディポカインという名で知られる様々なタン
パク質因子を分泌しています。
アディポカインは、食欲や炎症経路の調整などの様々な役割を
担っています。6,46,81,82 （図2）

脂肪組織

食欲とエネルギーバランス
レプチン、アディポネクチン

神経栄養因子
NGF

サイトカイン
TNF-α, IL-1β, IL-6, 
IL-10, IL-18, TGF-β

脂肪酸、
グリセロール、

コレステロール、
ステロイドホルモン

急性期タンパク質
SAA、CRP、メタロチオネイン、

ハプトグロビン

止血凝固系物質
アンギオテンシノーゲン、PAI-1
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ペットの摂食行動に影響する遺伝子の表現型として、「過食
型」と「自己制御型」の２つがあります。72

自由採食で飼育した場合、過食型の表現型をもつ個体は他の
個体よりも、カロリーを過剰摂取しがちな傾向があります。72

これらの中には、食事をねだったり漁ったりする習慣をもつ
個体がいますが、このような行動もカロリーの過剰摂取を引き
起こす原因となり得ます。73

また、多頭飼育の猫では競争の心理やストレスから、過食を示
す傾向が強まるとされています。72
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この長生き研究からは、次の報告が上がっています。

・痩せ気味に飼育された犬では、2歳時点で対照群と比較して、
股関節形成不全の発症率が半分になりました。さらに、その
発症した場合の症状も軽微なもので済みました。103

・8歳の時点では、痩せ気味に管理された群では、変形性関節
症の有病率が複数の関節において低いという結果が出ました。
レントゲン撮影にて2か所の関節で変形性関節症のサイン
が認められた割合を比較すると、対照群の犬が45%であった
のに対し、痩せ気味に管理された群ではわずか5%と有意に
低値を示しました。さらに、3か所の関節の場合は、痩せ気味
に管理された群では5%、一方で対照群では32％もいること
が判明しました。101

・各群の犬の50％において長期的な関節炎の治療が必要に
なった年齢の平均値は、痩せ気味に管理された群は、対照群
よりも有意に遅延するということも分かりました。1

・痩せ気味に管理された群は、寿命が平均的に15％伸びただ
けでなく、レントゲン上で関節炎のサインが認められた確率
が対照群の83％に対し、わずか50%と低かったという結果
も得られました。102

肥満は、猫にインスリン抵抗性を引き起こします。14,95,108

■ 糖尿病
肥満は、猫におけるⅡ型糖尿病のリスク因子としても有名です。

アディポカインであるレプチン、レジスチン、TNF-αが、多くの
組織のインスリン感受性を減弱させるため、アディポネクチン
の持つ逆効果は、耐糖能異常発症の主要な原因になっている
可能性があります。6,84
 
犬の糖尿病は、膵臓のβ細胞の機能異常を原因とするヒトでい
うⅠ型糖尿病に類似します。
肥満そのものは犬では糖尿病の直接的な原因にはなりにくい
ものの、肥満の犬でもインスリン抵抗性が起きるという報告が
あり、これは糖尿病の管理を難しくさせています。109

追加で行った研究では、肥満により変形性関節症を患った
個体でも、減量を行うことで跛行スコアが改善されることも
明らかになりました。100,104
 
猫では、過体重と変形性関節症との関係性が、犬ほど明確に
分かりませんでした。105
 
1,457頭の猫を対象にした前向き研究では、過体重や肥満の
猫は、跛行を主訴に動物病院に受診するリスクが高い（肥満の
猫では約5倍）という結果が得られました。
 
しかし、この研究では跛行の原因が特定されておらず106、猫を
対象とした別の研究では、体重と変形性関節症の罹患率との
間に関連性を認めることはできませんでした。107

健康な猫では、血中グルコースの上昇に反応して、膵臓のβ細胞
からインスリンが分泌されます。
インスリンは、細胞を刺激してグルコースを取り込み利用し、
さらに過剰なグルコースはグリコーゲンとして肝臓に貯蔵する
役割を持ちます。
Ⅱ型糖尿病では、細胞がインスリンに反応しなくなるインス
リン抵抗性を示すため、膵臓のβ細胞はインスリンを分泌し
続けることになります。
しかし、結局はβ細胞がこの不足分を補うことができず、高血
糖が持続することになります。
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図5:
2歳時点の股関節形成不全の重症度（OFAメソッドにて診断）103

図6:
関節炎に対して長期治療が開始された平均年齢1

図7:
脂肪組織から分泌されるホルモンとその機能。
肥満個体では、特定のアディポカインが分泌され機能する。
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犬猫のエネルギー要求量

・安静時心拍数と収縮期血圧の上昇
・心疾患に関連する血中の炎症マーカーの上昇
・左心室壁の肥厚

■ ペットの体重を記録する
動物病院に受診する度にペットの体重を記録し、長期的に
モニタリングすることが推奨されています。
体重計付きの猫用トイレ等の「スマートデバイス」を活用
すると、自宅でも体重を測定しモニタリングを続けられるの
で便利です。
また、これらのデータから体重変化のパターンを識別する
ことができるので、肥満の対策を取る際にも役立ちます。

■ 動物病院を受診するたびに、通常の問診やスクリーニング
評価に加え、栄養学的な評価を実施することが推奨されて
います。12,122

ペットの食事履歴を完全に把握しておくことが重要です。
彼らが1日のうち口にした全ての食べ物やおやつの内容を、
ブランド名や製品名まで含めて聴取する必要があります。

「おやつを与えましたか？」といった「はい」または「いいえ」
で答えられるクローズな質問ではなく、「おやつは何を与え
ましたか？」のようなオープンな自由回答形式の質問をする
ことで、飼い主からの正確な情報を聴取しやすくなります。12  

ペットに対しては、ライフステージやライフスタイルなどの
各個体のニーズに応じて、適した総合栄養食を給与する必
要があります。12,122

■ ペットには適切な量の食事を与える必要があります。その
ためには、個体ごとに理想的体型を維持することのできる
量を把握しておく必要があります。1日のカロリー要求量で
ある「MER（維持エネルギー量）」の値あるいはペットフード
のラベル上に表記されている体重ごとの推奨給与量を参考
に給与を開始します。しかし本来の給与量は個々のペットの
ニーズを満たすためにも、個体ごとの体型や体重のモニタ
リング結果に基づいて個別に調整する必要があります。47

■ おやつを与える場合には、1日のカロリー要求量の10%以下
に制限するようにします。その際には、主食となるフードの
量も、おやつのカロリーに応じて減らす必要があります。47  

ドライフードを主食に与えている場合は、その一部をおやつ
として与えることも勧められています。

■ 定期的な運動を行うことも推奨されています。

■ 多頭飼育の家庭では、特定の個体が他の同居個体のフード
を食べてしまい余分なカロリーを摂取することが多くみら
れます。これを防ぐために、飼い主は個々のペットに別々に
食事を与えるか、あるいは「スマートボウル」などの機器を
活用して、個体ごとの食事量を管理することが推奨されて
います。

■ 早食いをする傾向のあるペットには、パズルフィーダー（食
べにくいように工夫されたフード皿）で給与することが推奨
されます。これを使用することで、食べる速度が遅くなり、
満腹中枢が満たされる時間までに食べ過ぎることを予防す
ることができます。また、パズルフィーダーを用いることは

■ 飼い主にBCSシステムを教える
飼い主にBCSシステムによる体型の評価方法を教えること
はモニタリング作業を容易にします。
過去に行われた調査によると、飼い主はペットの体型を過
小評価する傾向があることが報告されています。7-11、27、28、

51、72、79、80

飼い主にはBCSを言葉で説明するのではなく、イラスト
付きの図解チャートを用いて指導することが推奨されて
います。7,121

犬猫の肥満の予防戦略には、次のものがあります。■ 心血管疾患
肥満は、犬猫の心血管疾患の主要なリスク因子ではありません。
しかし、腹腔内脂肪の量と心疾患の罹患率の高さには有意な
関係性があることが報告されています。110

また、過体重の犬では以下のリスクが上がることも示唆されて
います。111

給与量を正確に測定するためには、スケール（グラム単位の
計量が可能なもの）を使用して食事量を計量することが理想
です。計量カップは、スケールよりも給与量を量りやすく便利
ですが、正確性に欠けることが分かっています。特に少量になる
ほど、不正確さが増す傾向があります。47,123  スプーンやフード
皿のサイズと給与量には、正の相関性があることが報告されて
います。124,125  これを利用して、小さめのフード皿を使用する
ことで、食べ過ぎが予防できる可能性もあります。

猫では同様のデータが得られませんでした。しかし猫において
も、糖尿病と肥満や、糖尿病と心筋異常の間には間接的な
関連性があることが示唆しています。112,113
　

また肥満は心血管系だけでなく呼吸器機能を損なう可能性も
あります。114-116　

過剰な体重は小型犬での気管虚脱のリスクを高め、喉頭麻痺
や短頭種気道症候群の状態を悪化させる可能性があります。
116,117
　

「肥満は万病のもと」という言葉があるように、泌尿器疾患 
29,34,41、猫の肝リピドーシス14,46、口腔疾患34、皮膚疾患16,34、
腫瘍形成16を含む様々な疾患と肥満との間に関連性がある
ことが報告されています。

個々のペットのエネルギー要求量は、年齢や性別、中性化手術
の有無、生活環境や活動量、個体のもつ代謝活性の違いなど
によりそれぞれ異なります。
猫のエネルギー要求量は、特に高齢期において非常に多様な
値を示します。
成猫では12歳くらいの年齢になるまでは1日あたりのエネル
ギー要求量が年々減少していきますが、それ以降になると脂肪
とタンパク質の消化吸収能力が低下していくため、逆にエネ
ルギー要求量が増加していく傾向があります。119

維持エネルギー要求量 (MER) は、適度な活動量をもつ成熟
動物が1日あたりに消費するエネルギーの総量を表します。
動物のエネルギー要求量は、体重あたりではなく体表面積を
元にして算出した代謝体重から算出されます。118
　

MERの算出式は様々な式があり、それぞれ異なる値を導き
出しますが、全てが「平均的」な犬猫の必要量を算出していると
考えられています。

ピュリナの長生き研究と肥満の予防

肥満を予防することは、ペットがより長く健康的な生活を送れ
るようにする上で重要な役割を果たします。
ピュリナが行った14年にわたる長生き研究では、子犬の頃か
ら生涯を通じて痩せ気味の体型を維持するように飼育された
子犬（カロリー制限群）は、対照群よりも寿命が延長すること
が証明されました（生存中央値：13年 vs 11.2年）。
それだけではなく、カロリー制限群では対照群よりも、治療を
必要とする慢性疾患の発症を遅らせることができました。1

加齢とともに免疫力も低下していきますが、カロリー制限群で
はその下がり方も緩やかになりました。120
　

通常、体重は徐々に増加していくため、飼い主や獣医師はその
変化を見落としてしまう可能性があります。47

この見逃しを防ぐためには、次のことが役立つ可能性があり
ます。

減量指導のコツ

ペットの減量は、通常、現在の体重とBCSに基づいた理想
体重を算出することから開始します。
各個体の理想体重を元に、MERを計算し、ここから20～40%
ほどのカロリーを削減することで、減量時に摂取すべき1日
あたりの推定カロリーを算出します。14,67

（Purina Instituteの公式ウェブサイトでは、犬猫用にカロリー
計算ができるオンラインツールをご用意しています。）
既にそれが分かっているならば、現在の摂取カロリーを減らす
ことから始めます。67

いずれの方法で減量をさせる場合でも、これらの算出値はあ
くまで推定値であり、目的とする減量を達成するためには、適宜
調整が必要になります。
これには、飼い主との協力関係のもと、彼らのモチベーション
や行動を理解し、話し合いをしながら続けていく必要があり
ます。

急速な減量ではなく、段階的な減量を行うことで、除脂肪
体重の維持とリバウンドのリスクを軽減できます。
例えば、犬であれば週あたり体重の1～2%、猫の場合は週
あたり体重の0.5%あるいは最大でも1～2%の割合での
減量が推奨されています。14,67,126
猫での急激な減量は、肝リピドーシスを発症するリスクが
あるため、避けるべきだと考えられています。92,127
猫が減量用の食事を食べない場合は、すぐに主治医に報告
するように事前に飼い主に伝えておくことが重要です。

動物の本能を刺激し、ストレスを緩和させるための環境エン
リッチメントとしても有効です。47
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犬猫のエネルギー要求量

・安静時心拍数と収縮期血圧の上昇
・心疾患に関連する血中の炎症マーカーの上昇
・左心室壁の肥厚

■ ペットの体重を記録する
動物病院に受診する度にペットの体重を記録し、長期的に
モニタリングすることが推奨されています。
体重計付きの猫用トイレ等の「スマートデバイス」を活用
すると、自宅でも体重を測定しモニタリングを続けられるの
で便利です。
また、これらのデータから体重変化のパターンを識別する
ことができるので、肥満の対策を取る際にも役立ちます。

■ 動物病院を受診するたびに、通常の問診やスクリーニング
評価に加え、栄養学的な評価を実施することが推奨されて
います。12,122

ペットの食事履歴を完全に把握しておくことが重要です。
彼らが1日のうち口にした全ての食べ物やおやつの内容を、
ブランド名や製品名まで含めて聴取する必要があります。

「おやつを与えましたか？」といった「はい」または「いいえ」
で答えられるクローズな質問ではなく、「おやつは何を与え
ましたか？」のようなオープンな自由回答形式の質問をする
ことで、飼い主からの正確な情報を聴取しやすくなります。12  

ペットに対しては、ライフステージやライフスタイルなどの
各個体のニーズに応じて、適した総合栄養食を給与する必
要があります。12,122

■ ペットには適切な量の食事を与える必要があります。その
ためには、個体ごとに理想的体型を維持することのできる
量を把握しておく必要があります。1日のカロリー要求量で
ある「MER（維持エネルギー量）」の値あるいはペットフード
のラベル上に表記されている体重ごとの推奨給与量を参考
に給与を開始します。しかし本来の給与量は個々のペットの
ニーズを満たすためにも、個体ごとの体型や体重のモニタ
リング結果に基づいて個別に調整する必要があります。47

■ おやつを与える場合には、1日のカロリー要求量の10%以下
に制限するようにします。その際には、主食となるフードの
量も、おやつのカロリーに応じて減らす必要があります。47  

ドライフードを主食に与えている場合は、その一部をおやつ
として与えることも勧められています。

■ 定期的な運動を行うことも推奨されています。

■ 多頭飼育の家庭では、特定の個体が他の同居個体のフード
を食べてしまい余分なカロリーを摂取することが多くみら
れます。これを防ぐために、飼い主は個々のペットに別々に
食事を与えるか、あるいは「スマートボウル」などの機器を
活用して、個体ごとの食事量を管理することが推奨されて
います。

■ 早食いをする傾向のあるペットには、パズルフィーダー（食
べにくいように工夫されたフード皿）で給与することが推奨
されます。これを使用することで、食べる速度が遅くなり、
満腹中枢が満たされる時間までに食べ過ぎることを予防す
ることができます。また、パズルフィーダーを用いることは

■ 飼い主にBCSシステムを教える
飼い主にBCSシステムによる体型の評価方法を教えること
はモニタリング作業を容易にします。
過去に行われた調査によると、飼い主はペットの体型を過
小評価する傾向があることが報告されています。7-11、27、28、

51、72、79、80

飼い主にはBCSを言葉で説明するのではなく、イラスト
付きの図解チャートを用いて指導することが推奨されて
います。7,121

犬猫の肥満の予防戦略には、次のものがあります。■ 心血管疾患
肥満は、犬猫の心血管疾患の主要なリスク因子ではありません。
しかし、腹腔内脂肪の量と心疾患の罹患率の高さには有意な
関係性があることが報告されています。110

また、過体重の犬では以下のリスクが上がることも示唆されて
います。111

給与量を正確に測定するためには、スケール（グラム単位の
計量が可能なもの）を使用して食事量を計量することが理想
です。計量カップは、スケールよりも給与量を量りやすく便利
ですが、正確性に欠けることが分かっています。特に少量になる
ほど、不正確さが増す傾向があります。47,123  スプーンやフード
皿のサイズと給与量には、正の相関性があることが報告されて
います。124,125  これを利用して、小さめのフード皿を使用する
ことで、食べ過ぎが予防できる可能性もあります。

猫では同様のデータが得られませんでした。しかし猫において
も、糖尿病と肥満や、糖尿病と心筋異常の間には間接的な
関連性があることが示唆しています。112,113
　

また肥満は心血管系だけでなく呼吸器機能を損なう可能性も
あります。114-116　

過剰な体重は小型犬での気管虚脱のリスクを高め、喉頭麻痺
や短頭種気道症候群の状態を悪化させる可能性があります。
116,117
　

「肥満は万病のもと」という言葉があるように、泌尿器疾患 
29,34,41、猫の肝リピドーシス14,46、口腔疾患34、皮膚疾患16,34、
腫瘍形成16を含む様々な疾患と肥満との間に関連性がある
ことが報告されています。

個々のペットのエネルギー要求量は、年齢や性別、中性化手術
の有無、生活環境や活動量、個体のもつ代謝活性の違いなど
によりそれぞれ異なります。
猫のエネルギー要求量は、特に高齢期において非常に多様な
値を示します。
成猫では12歳くらいの年齢になるまでは1日あたりのエネル
ギー要求量が年々減少していきますが、それ以降になると脂肪
とタンパク質の消化吸収能力が低下していくため、逆にエネ
ルギー要求量が増加していく傾向があります。119

維持エネルギー要求量 (MER) は、適度な活動量をもつ成熟
動物が1日あたりに消費するエネルギーの総量を表します。
動物のエネルギー要求量は、体重あたりではなく体表面積を
元にして算出した代謝体重から算出されます。118
　

MERの算出式は様々な式があり、それぞれ異なる値を導き
出しますが、全てが「平均的」な犬猫の必要量を算出していると
考えられています。

ピュリナの長生き研究と肥満の予防

肥満を予防することは、ペットがより長く健康的な生活を送れ
るようにする上で重要な役割を果たします。
ピュリナが行った14年にわたる長生き研究では、子犬の頃か
ら生涯を通じて痩せ気味の体型を維持するように飼育された
子犬（カロリー制限群）は、対照群よりも寿命が延長すること
が証明されました（生存中央値：13年 vs 11.2年）。
それだけではなく、カロリー制限群では対照群よりも、治療を
必要とする慢性疾患の発症を遅らせることができました。1

加齢とともに免疫力も低下していきますが、カロリー制限群で
はその下がり方も緩やかになりました。120
　

通常、体重は徐々に増加していくため、飼い主や獣医師はその
変化を見落としてしまう可能性があります。47

この見逃しを防ぐためには、次のことが役立つ可能性があり
ます。

減量指導のコツ

ペットの減量は、通常、現在の体重とBCSに基づいた理想
体重を算出することから開始します。
各個体の理想体重を元に、MERを計算し、ここから20～40%
ほどのカロリーを削減することで、減量時に摂取すべき1日
あたりの推定カロリーを算出します。14,67

（Purina Instituteの公式ウェブサイトでは、犬猫用にカロリー
計算ができるオンラインツールをご用意しています。）
既にそれが分かっているならば、現在の摂取カロリーを減らす
ことから始めます。67

いずれの方法で減量をさせる場合でも、これらの算出値はあ
くまで推定値であり、目的とする減量を達成するためには、適宜
調整が必要になります。
これには、飼い主との協力関係のもと、彼らのモチベーション
や行動を理解し、話し合いをしながら続けていく必要があり
ます。

急速な減量ではなく、段階的な減量を行うことで、除脂肪
体重の維持とリバウンドのリスクを軽減できます。
例えば、犬であれば週あたり体重の1～2%、猫の場合は週
あたり体重の0.5%あるいは最大でも1～2%の割合での
減量が推奨されています。14,67,126
猫での急激な減量は、肝リピドーシスを発症するリスクが
あるため、避けるべきだと考えられています。92,127
猫が減量用の食事を食べない場合は、すぐに主治医に報告
するように事前に飼い主に伝えておくことが重要です。

動物の本能を刺激し、ストレスを緩和させるための環境エン
リッチメントとしても有効です。47
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■  無関心期
飼い主がペットが太っていることに気づいていない、あるい
は肥満であると認識することを拒否しているかもしれない
状態です。この段階では、飼い主は自分の行動を変えるため
の心の準備ができていません。このような場合は、まずは
肥満が病気であるという事実を伝えることから始めていき
ます。

■ 準備期
飼い主は、翌月までに何らかの対応をしようと考えています。
この段階になってはじめて、飼い主に対し具体的な減量計
画を提案することができます。

■ 実行期
このステージになると、飼い主はペットの体重を減らすため
に自分の行動を1つ以上は変更しています。減量を成功させ
るためには、1日の摂取カロリーを少なくとも10～15%減ら
しつつ、必要な栄養を十分に摂ることのできる食事を選択
する必要があります。飼い主の行動を継続させるためには、
彼らの行動を褒めて励まし、減量が成功した場合には激励
する等の行為が必要となります。

■ 維持期
一度目標体重まで減量が達成できた後も、リバウンドを
防ぐためには減量中に変化させた行動を継続しなくては
なりません。この段階でも、飼い主への継続的な励ましが
必要となります。

■  関心期
関心期の飼い主は、自分のペットが太っていることを認識
または受け入れている状態です。彼らはペットの肥満に対
し、半年以内に何らかの対処をすべきだと考えています。

この段階が、獣医師が飼い主へ減量指導を開始するべき
タイミングです。

飼い主の心理および行動の理解

特に行動変容における最初の3段階では、飼い主がどの
ステージにいるかを認識することは、ペットの減量に関する
話し合いを行う上で重要な役割を果たします。12  ピュリナの
研究によると、肥満の犬の飼い主は、ペットのBCSを過小評
価する傾向が強いにも関わらず、痩せ気味の犬の飼い主より
も自分の犬の体重やその不健康さについて考える機会が多
いことが分かりました。79  飼い主に、ペットの1日の活動量
や行動の変化などについてオープン型の質問をすると、気付
きにくい体重に関わる健康上の問題が明らかになる場合が
あります。
この理論に従い段階的に行動変容を進めていくと、飼い主は
ペットの減量計画に対して、想定よりも前向きになる可能性
があります。79  ただし、たとえ飼い主が実行期にあったとし
ても、ペットの体重がなかなか減らないとモチベーションが
低下し、減量自体を中断してしまう可能性があります。その場合
は、別の方法について話し合う必要性がでてきます。
 
肥満犬の飼い主を対象とした研究では、様々な行動修正を行
うことで減量を成功させる可能性があると報告がありました。
11,47,73,76,134

しかし、ある飼い主に対して効果的であった方法でも、別の
飼い主に対しては奏功しない場合もあり、カウンセリングは
それぞれの飼い主に応じて調整して行う必要があります。

一般的な総合栄養食の給与量を減らして減量することは、
本来摂取すべき栄養素が不足したり6,128,129、ペットが空腹
感から食物を追い求める行動を助長する可能性があります。
そのため、減量時には減量用に特別に調合された食事を
給与することが望ましいです。減量用に作られた療法食は、
カロリーを抑えつつも栄養バランスの良い食事が取れるよう
に特別な配合がされています。6

もし飼い主が手作り食を与えることを選択した場合は、栄養バラ
ンスが担保された食事になるように、公認の獣医栄養学の専門
家のコンサルテーションを受けつつ減量を実施することが推奨
されます。なぜなら、世間に公開されているレシピの多くは、
栄養学的に不十分とされるものが多いからです。130,131
 
体重増加を防ぐためには、併せて飼育環境を見直すことも重要
です。これには、フードの給与量を正確に量ること、多頭飼育の
場合には個々に適した食事を別々に食事を取らせること、加え
てパズルフィーダーを利用することなどが含まれます。67,73

犬であれば散歩や遊びの時間を増やしたり、猫ではキャット
タワーを設置したり木登りなどをさせて運動量を増やすこと
は、より多くのカロリーを消費させるのに役立ち、エネルギー消費
量が摂取量を上回る一助になります。14,67,73  猫にロープや
トレッドミルの上を歩くように教えたり、犬にトレッドミル歩行
や水泳などの運動をさせることも減量には役立つ可能性が
あります。14,47  ただし、どのような運動をさせるかは、対象と
なるペットの種類と彼らのライフステージに適したものにする
必要があります。

時には、肥満による併発疾患を考慮し、運動制限が必要とな
る場合もあります。47  運動をさせることは、減量中のペットの
除脂肪体重を維持するのに役立つ上、おやつなどの食べ物を
与えられない期間の飼い主とペットの間の絆を深める機会も
提供することができます。

獣医師は、ペットの肥満について飼い主に指導することをため
らう傾向があります。彼らは太ったペットを減量させることが
難しいと感じていたり、それを指摘することで飼い主の気分を
害することを懸念しているのかもしれません。11,12

まずは飼い主とペットの体型について話し合うことが、肥満の
ペットを助けるための最初の一歩となります。
 
減量計画を立てる際には、まずペットが太る原因となった飼い
主の心理や行動を理解することが必要となります。12,79,80

それらを理解することは、飼い主自身にペットが肥満だと認識
するきっかけを与えることができ、次いでどのようにして彼ら
に減量に挑戦することを動機づけ、行動変容を起こさせるか
という課題のヒントが得られる可能性があります。79
 

行動変容に関するトランスセオレティカルモデルでは、下記の
ステージに沿って段階的に行動の変化を促していきます。12,79

ある調査によると、飼い主が体重管理計画表 (給与量と運動
量の管理）をしっかりと理解することが、その減量が成功する
かどうかの重要なポイントになります。135

この中では、減量計画に参画することへの宣誓と、減量を段階
的に行っていくことに対する説明が記載されています。79

この研究の中ではまた、周囲からの温かいサポートが飼い主
のモチベーション維持に役立つことにも触れられています。98
 
BCSと体重をこまめに確認することは、減量計画の進行状況
を評価し、食事や運動量の調整を行ったり、飼い主のモチベー
ションを維持させる上でも重要な役割を持っています。過去の
研究によると、体重が減少するにつれて必要なエネルギー量
も減るため、減量中は定期的に1日の摂取カロリー量を調整する
必要が出てきます。46,67,126,136-140

減量期間が長期化すると、減量ペースが遅くなり136,140-142、
飼い主のコンプライアンスを維持することが難しくなることも
あります。

猫にカロリー制限を行った研究で、給与方法を自由採食
から1日2回の食事に変更した場合、たとえ軽い食事制限
であったとしても猫の摂食行動に対し大きな影響を与え
る可能性があることが示唆されました。試験中の猫では、
食事に対する執着が増え、勢いづいて食べるようになり、
他の猫に対する攻撃性も上がりました。これらの行動は、
自由採食に戻すと消失しました。このようなカロリーの
摂取量に関連した行動の変化は、飼い主の猫の幸福度
に対する認識にも影響を与える可能性があります。
この研究の結果から、猫を減量させる際には1日の給与量
を少量複数回に分割して与えることが推奨されています。
その他にも、パズルフィーダーを利用したり、室内の様々
な場所に食べ物を隠したり等の食事時間が増える工夫を
することで、猫に精神的な満足感を与えることができ、
さらに彼らの活動性が高まることが分かりました。132

活動量が増えることで減量期間中でもカロリー制限の
程度を緩和できる可能性があります。
ピュリナの後援で行われた研究にて、活動的な犬は非活
動的な犬よりも多くのカロリー摂取をしていても、減量を
成功させられる可能性が高いことが証明されました。133

一般的な「減量お助けシート」の例: 
もしペットが減量用の食事を食べない場合は、別の食事
を試してみてください。 
もしペットが食事を欲しがるときは、おもちゃで遊んで
あげて気をそらしてあげてください。 
どうしてもおやつをあげたい場合は、できるだけ低カロリー
のおやつを与えてください。例えば、ダイエット用にカロリー
制限されたおやつや、豆やカリフラワーなどの茹で野菜
などです。

成功率を最大限に高めるためには、個々のペットと飼い主
のニーズに合わせた減量計画を提案することが重要です。
 
減量計画を立てる際には、飼い主が達成可能な目標を設定
し、それを周囲が支援する必要があります。重度の肥満を
抱えるペットの場合は、摂取カロリーを一度に大幅に制限
することを避けるために、現在の体重と理想体重との間に
目標体重を段階的に設定する必要があります。
目標を複数の小さな目標に分割して設定すると、小さな成功
体験を積み重ねやすくなり、飼い主のモチベーション維持
と目標達成を確実にする上で役立ちます。14  この時には

「減量お助けシート」を作成し、渡しておくと役に立つかも
しれません。このシートは、減量を邪魔する出来事として起
こり得る「もしも」のシナリオと「その後」にとるべき対応策
があらかじめ記載されています。73,77,134,135
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■  無関心期
飼い主がペットが太っていることに気づいていない、あるい
は肥満であると認識することを拒否しているかもしれない
状態です。この段階では、飼い主は自分の行動を変えるため
の心の準備ができていません。このような場合は、まずは
肥満が病気であるという事実を伝えることから始めていき
ます。

■ 準備期
飼い主は、翌月までに何らかの対応をしようと考えています。
この段階になってはじめて、飼い主に対し具体的な減量計
画を提案することができます。

■ 実行期
このステージになると、飼い主はペットの体重を減らすため
に自分の行動を1つ以上は変更しています。減量を成功させ
るためには、1日の摂取カロリーを少なくとも10～15%減ら
しつつ、必要な栄養を十分に摂ることのできる食事を選択
する必要があります。飼い主の行動を継続させるためには、
彼らの行動を褒めて励まし、減量が成功した場合には激励
する等の行為が必要となります。

■ 維持期
一度目標体重まで減量が達成できた後も、リバウンドを
防ぐためには減量中に変化させた行動を継続しなくては
なりません。この段階でも、飼い主への継続的な励ましが
必要となります。

■  関心期
関心期の飼い主は、自分のペットが太っていることを認識
または受け入れている状態です。彼らはペットの肥満に対
し、半年以内に何らかの対処をすべきだと考えています。

この段階が、獣医師が飼い主へ減量指導を開始するべき
タイミングです。

飼い主の心理および行動の理解

特に行動変容における最初の3段階では、飼い主がどの
ステージにいるかを認識することは、ペットの減量に関する
話し合いを行う上で重要な役割を果たします。12  ピュリナの
研究によると、肥満の犬の飼い主は、ペットのBCSを過小評
価する傾向が強いにも関わらず、痩せ気味の犬の飼い主より
も自分の犬の体重やその不健康さについて考える機会が多
いことが分かりました。79  飼い主に、ペットの1日の活動量
や行動の変化などについてオープン型の質問をすると、気付
きにくい体重に関わる健康上の問題が明らかになる場合が
あります。
この理論に従い段階的に行動変容を進めていくと、飼い主は
ペットの減量計画に対して、想定よりも前向きになる可能性
があります。79  ただし、たとえ飼い主が実行期にあったとし
ても、ペットの体重がなかなか減らないとモチベーションが
低下し、減量自体を中断してしまう可能性があります。その場合
は、別の方法について話し合う必要性がでてきます。
 
肥満犬の飼い主を対象とした研究では、様々な行動修正を行
うことで減量を成功させる可能性があると報告がありました。
11,47,73,76,134

しかし、ある飼い主に対して効果的であった方法でも、別の
飼い主に対しては奏功しない場合もあり、カウンセリングは
それぞれの飼い主に応じて調整して行う必要があります。

一般的な総合栄養食の給与量を減らして減量することは、
本来摂取すべき栄養素が不足したり6,128,129、ペットが空腹
感から食物を追い求める行動を助長する可能性があります。
そのため、減量時には減量用に特別に調合された食事を
給与することが望ましいです。減量用に作られた療法食は、
カロリーを抑えつつも栄養バランスの良い食事が取れるよう
に特別な配合がされています。6

もし飼い主が手作り食を与えることを選択した場合は、栄養バラ
ンスが担保された食事になるように、公認の獣医栄養学の専門
家のコンサルテーションを受けつつ減量を実施することが推奨
されます。なぜなら、世間に公開されているレシピの多くは、
栄養学的に不十分とされるものが多いからです。130,131
 
体重増加を防ぐためには、併せて飼育環境を見直すことも重要
です。これには、フードの給与量を正確に量ること、多頭飼育の
場合には個々に適した食事を別々に食事を取らせること、加え
てパズルフィーダーを利用することなどが含まれます。67,73

犬であれば散歩や遊びの時間を増やしたり、猫ではキャット
タワーを設置したり木登りなどをさせて運動量を増やすこと
は、より多くのカロリーを消費させるのに役立ち、エネルギー消費
量が摂取量を上回る一助になります。14,67,73  猫にロープや
トレッドミルの上を歩くように教えたり、犬にトレッドミル歩行
や水泳などの運動をさせることも減量には役立つ可能性が
あります。14,47  ただし、どのような運動をさせるかは、対象と
なるペットの種類と彼らのライフステージに適したものにする
必要があります。

時には、肥満による併発疾患を考慮し、運動制限が必要とな
る場合もあります。47  運動をさせることは、減量中のペットの
除脂肪体重を維持するのに役立つ上、おやつなどの食べ物を
与えられない期間の飼い主とペットの間の絆を深める機会も
提供することができます。

獣医師は、ペットの肥満について飼い主に指導することをため
らう傾向があります。彼らは太ったペットを減量させることが
難しいと感じていたり、それを指摘することで飼い主の気分を
害することを懸念しているのかもしれません。11,12

まずは飼い主とペットの体型について話し合うことが、肥満の
ペットを助けるための最初の一歩となります。
 
減量計画を立てる際には、まずペットが太る原因となった飼い
主の心理や行動を理解することが必要となります。12,79,80

それらを理解することは、飼い主自身にペットが肥満だと認識
するきっかけを与えることができ、次いでどのようにして彼ら
に減量に挑戦することを動機づけ、行動変容を起こさせるか
という課題のヒントが得られる可能性があります。79
 

行動変容に関するトランスセオレティカルモデルでは、下記の
ステージに沿って段階的に行動の変化を促していきます。12,79

ある調査によると、飼い主が体重管理計画表 (給与量と運動
量の管理）をしっかりと理解することが、その減量が成功する
かどうかの重要なポイントになります。135

この中では、減量計画に参画することへの宣誓と、減量を段階
的に行っていくことに対する説明が記載されています。79

この研究の中ではまた、周囲からの温かいサポートが飼い主
のモチベーション維持に役立つことにも触れられています。98
 
BCSと体重をこまめに確認することは、減量計画の進行状況
を評価し、食事や運動量の調整を行ったり、飼い主のモチベー
ションを維持させる上でも重要な役割を持っています。過去の
研究によると、体重が減少するにつれて必要なエネルギー量
も減るため、減量中は定期的に1日の摂取カロリー量を調整する
必要が出てきます。46,67,126,136-140

減量期間が長期化すると、減量ペースが遅くなり136,140-142、
飼い主のコンプライアンスを維持することが難しくなることも
あります。

猫にカロリー制限を行った研究で、給与方法を自由採食
から1日2回の食事に変更した場合、たとえ軽い食事制限
であったとしても猫の摂食行動に対し大きな影響を与え
る可能性があることが示唆されました。試験中の猫では、
食事に対する執着が増え、勢いづいて食べるようになり、
他の猫に対する攻撃性も上がりました。これらの行動は、
自由採食に戻すと消失しました。このようなカロリーの
摂取量に関連した行動の変化は、飼い主の猫の幸福度
に対する認識にも影響を与える可能性があります。
この研究の結果から、猫を減量させる際には1日の給与量
を少量複数回に分割して与えることが推奨されています。
その他にも、パズルフィーダーを利用したり、室内の様々
な場所に食べ物を隠したり等の食事時間が増える工夫を
することで、猫に精神的な満足感を与えることができ、
さらに彼らの活動性が高まることが分かりました。132

活動量が増えることで減量期間中でもカロリー制限の
程度を緩和できる可能性があります。
ピュリナの後援で行われた研究にて、活動的な犬は非活
動的な犬よりも多くのカロリー摂取をしていても、減量を
成功させられる可能性が高いことが証明されました。133

一般的な「減量お助けシート」の例: 
もしペットが減量用の食事を食べない場合は、別の食事
を試してみてください。 
もしペットが食事を欲しがるときは、おもちゃで遊んで
あげて気をそらしてあげてください。 
どうしてもおやつをあげたい場合は、できるだけ低カロリー
のおやつを与えてください。例えば、ダイエット用にカロリー
制限されたおやつや、豆やカリフラワーなどの茹で野菜
などです。

成功率を最大限に高めるためには、個々のペットと飼い主
のニーズに合わせた減量計画を提案することが重要です。
 
減量計画を立てる際には、飼い主が達成可能な目標を設定
し、それを周囲が支援する必要があります。重度の肥満を
抱えるペットの場合は、摂取カロリーを一度に大幅に制限
することを避けるために、現在の体重と理想体重との間に
目標体重を段階的に設定する必要があります。
目標を複数の小さな目標に分割して設定すると、小さな成功
体験を積み重ねやすくなり、飼い主のモチベーション維持
と目標達成を確実にする上で役立ちます。14  この時には

「減量お助けシート」を作成し、渡しておくと役に立つかも
しれません。このシートは、減量を邪魔する出来事として起
こり得る「もしも」のシナリオと「その後」にとるべき対応策
があらかじめ記載されています。73,77,134,135
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栄養素の役割

別の研究では、肥満の猫にタンパク質の含有量の異なる２種
類の食事を与えました。（それぞれMEベースで35%および
45%）。1週間あたり1%ずつ体重減少を達成できるように給
与量が計算され与えられました。 両グループの猫は、同程度
の減量に成功しました。しかし、35%のタンパク質食を与えら
れた猫と比較して、45%のタンパク質食を与えられた猫は、
脂肪をより大幅に減少することができ、さらに除脂肪体重の
喪失量を少なく抑えることができました。148  追加研究でも、
高タンパク質食を与えられた猫では、低タンパク質食を給与
された猫よりも多くの脂肪を減らすことができることが分か
りました。95（図9）
　

高タンパク質食の給与を行うことは、減量後に起こるエネルギー
消費の減少を最小限に抑えられる可能性があります。その理由
として、タンパク質は炭水化物や脂肪に比べて食事による
産熱効果が高いからだと考えられています。138,151,152

ペットのエネルギー消費量が少ないと、減量後にリバウンド
を起こすリスクが高くなります。126,136  減量に成功したペット
の約半数は、体重の一部がリバウンドしてしまうという報告
があります。143,145,146  この研究によると、9歳未満の猫と、
減量後に減量用療法食から総合栄養食に戻した犬は、リバ
ウンドするリスクが高いことが示唆されています。猫では、減
量させた体重の半分以上がリバウンドします。猫は犬より
も、リバウンドする危険性が高く、減量した体重の半分以上
が元に戻る可能性が高いことが分かっています。143,146  

リバウンドを予防するためには、減量成功後も療法食を継続し、
BCSと体重を定期的に経過観察する必要があります。47,126

脂肪は炭水化物やタンパク質よりもカロリー密度が高いため、
減量時には低脂肪食がよく用いられています。脂肪の他にも、
食事中に含まれる様々な栄養素が減量を継続させ成功に導く
うえで重要な役割を果たしています。

一般に、脂肪よりも除脂肪体重の割合が高いほど、基礎エネ
ルギー代謝が増加するため、減量中に除脂肪体重を維持でき
ることは、リバウンドを防ぐ上で役に立ちます。26,126,147-149

食事中のタンパク質含有量を上げると、脂肪の燃焼が促進さ
れ、除脂肪体重の維持にも役立つことが報告されています。
95,138,147,148,150

ある研究では、肥満体型の犬にそれぞれ20%、30%、39%の
タンパク質 (MEに基づく) を含む低カロリーの食事を与えま
した。各個体が理想的なBCSに達するまで、週1％ずつ体重が
減少していくように給与量を設定しました。

減量期間中に、タンパク質含有量が30％または39％の食事を
与えられた犬は、20％の食事を与えられた犬よりも多くの体
脂肪を減量でき、一方で除脂肪体重の喪失を約半分に抑える
ことができました。147

肥満体型の犬を対象とした研究では、高タンパク質の食事を
与えると、レプチン抵抗性が緩和され、肥満の犬の満腹感が
改善される可能性があることが示唆されました。90  この研究
では、高タンパク質食を与えられた肥満の犬の減量後のインス
リン感受性と軽度の慢性炎症の改善（数種類のアディポカイン
の血漿レベルの低下によって示される）も示唆されていますが、
研究には減量プログラムの一部として運動量の増加も組み込
まれています。91  高タンパク質食を与えて体重を減らした肥
満の猫では、炎症誘発性のCRPとIL-6の血中濃度が低下し
ました。94
 

高タンパク質かつ低カロリーの食事を与えられた肥満体型の
猫は、減量後の酸化ストレスの測定値が減少していました。94

過去の調査では、減量に挑戦したペットのうち、目標体重
に達したのは約半分のみだったという報告があります。
143-145

失敗した理由として考えられるのは、ペットが減量用の食
事を食べなくなったり、飼い主が散歩などの運動の時間
を増やせなかったりなど、ペットか飼い主、またはその両
方がコンプライアンスを順守できていない可能性があげ
られます。144,145

このような問題を早期に発見し、健診などで定期的に確
認 （電話やメールも活用可能) を行うことで、減量プログ
ラムを成功に導ける可能性を上げることができます。

減量の成功率を上げるには:

■ ペットの体重管理計画には、食事、運動、および
ペットと飼い主の絆の理解を組み込む必要があり
ます。
 

■ 個々のペットや飼い主、およびその飼育環境に
合わせて内容を調整すると、成功率が向上します。
 

■ 飼い主とペットの関係性を理解することは、飼い主
からの長期的な信頼を築くのに役立ちます。 図8:

タンパク質は、減量中の除脂肪体重の喪失を最小限に抑え、
脂肪の燃焼を促進させます。
※上付き文字は統計学的に有意差があることを意味します。（P≤0.05）147 

図9:
減量時に通常量（35%）または高用量（45%）のタンパク質（ME）の
食事を与えられた猫の体組成の変化
※グラフバーの上の小文字は、有意差があることを示します。
(P=0.014)148

タンパク質

食物繊維は、炭水化物の中でも動物の体でつくられる消化
酵素によって分解できないものを指します。食物繊維は、水に
溶けるかどうかによって、可溶性または不溶性繊維のいずれ
かに分類できます。多くの天然の食物繊維源には、可溶性成分
と不溶性成分の両方が混在して含まれています。28

食物繊維

各
組
織
の
減
少
量（
g）

体脂肪 除脂肪体重

食事中のタンパク質含有比率（％）

3350g

3420g
3800g

1700g

900g
700g

100

80

60

40

20

0
20 30 39 %

*
*

*

通常量のタンパク質フード

高用量のタンパク質フード

脂肪の損失（中央値） 除脂肪体重の損失（中央値）

組
織
消
耗
の
割
合

体
重
減
少
の
割
合

■ 中程度のタンパク質を含む食事を与えられた肥満の猫で
は、体重または除脂肪体重に基づくエネルギー消費量が減
量後に減少しましたが、高タンパク質の食事を与えられた猫
ではあまり減少しませんでした。150  肥満体型の猫が自由採
食で飼育された場合でも、高タンパク質食を与えられた猫
と比較して、中程度のタンパク質の食事を与えられた猫の
方がエネルギー消費量が低かったと報告されています。70

■ 同じ割合で体重が減った場合でも、高タンパク質の食事を
与えられた肥満体型の猫は、対照食を与えられた猫よりも、
初期ではより多くのカロリーを消費しました。

減量目標が達成されると、すべての猫が高タンパク質食で
理想体重を維持するように給与量が定められました。
時間が経過するにつれて、試験中に高タンパク質食を与え
られた猫は、コントロール群の猫よりも多くのカロリーを消
費する傾向がありました。
 
エネルギー摂取量を増加させると、一過性に体重減少が
見られた後、長期にわたり体重が維持されました。これは、
試験期間中に高タンパク質食を与えられた猫のエネルギー
消費量が高く維持されていることを示唆しています。138
 
高タンパク質の給与は、減量中の消費エネルギーの向上だ
けでなく、減量終了後のリバウンドを予防する上でも役立つ
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栄養素の役割
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※上付き文字は統計学的に有意差があることを意味します。（P≤0.05）147 
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満腹とは、食事中または食後におこる生理的な状態であり、
この時ペットは空腹感も食欲も感じず満たされた状態になり
ます。人間とは異なり、ペットは「満腹」であることを報告
できないため、ペットが空腹か満腹かどうかは、彼らの自発
的なフードの摂取量の変化によって判断します。154,155
 
犬を用いたある研究では、１日２回の食事のうち朝食として、
低繊維食（粗繊維2％）または高繊維食（粗繊維9%）のいずれ
かを与えました。午後は、両方のグループに同一のプラセボ
食を無制限に与え、食欲が満たされるまで食べさせました。
その結果、高繊維食を与えられた群は、低繊維食群よりも1日
の総摂取カロリーが有意に低いことが分かりました。154
 
高繊維と高タンパク質の組み合わせを評価した別の研究で
は、高繊維かつ高タンパク質の食事を与えられた犬は、高繊
維あるいは高タンパク質のどちらかの特徴を持つ食事を与え
られた犬よりも満腹感を感じることができました。153

エネルギー代謝におけるこの重要な役割により、カルニチン
は体重管理をサポートします。タンパク質を適切に摂取して
さえいれば、カルニチンは体内で自然に生成されますが、減量
中のフードとカロリーの制限はタンパク質の摂取量の不足
につながり、カルニチンの生合成を損なう可能性があります。

ある研究では、肥満のラブラドール・レトリーバーは痩せた
ラブラドール・レトリーバーと比較して、血漿カルニチン濃度
が有意に低いことが分かりました。しかし、カルニチンの低
値が肥満の原因なのか、それとも肥満の結果下がるのかは
特定できませんでした。156  また、カルニチンの給与は、減量
中の犬が除脂肪体重を維持するのに役立ち157、猫でも代謝
と減量を促進する可能性があることが示唆されています。
158,159

この結果に対するタンパク質とカルニチンの関係はまだ解明
されていません。

ピュリナの研究によると、大豆イソフラボンは肥満の犬の
体重管理に役立つ可能性があることが示唆されました。
162-16 4  去勢手術が終わった犬に、大豆胚芽ミールを使用
したイソフラボンを豊富に含む食事を12か月間給与しました。
１日の消費エネルギーを25%上回る量の食事を与えて飼育
された場合でも、イソフラボン入りフードを与えられた犬は、
同量の対照食（イソフラボンを含まない食事）を与えられた
犬と比較して、体重の増加が50%抑制され、体脂肪の蓄積
量も減少しました。162,163

猫では、イソフラボンの摂取により食物摂取量が減り、去勢
後において適切な体重を維持するために役立つ可能性がある
ことが示唆されています。60

上記以外にも、高イソフラボン食の給与により期待できる
ことを以下に記します。164

大豆イソフラボンは、抗酸化作用を持つ天然化合物で犬の
体重管理に役立ちます。ヒトで行われた研究によると、イソ
フラボンには、特定の癌のリスクを下げたり、コレステロール
や体重、腹部の脂肪の蓄積を低下させるなど、多くの利点が
あることが報告されています。160,161

食事中の多量栄養素は、マイクロバイオームの組成に影響を
与える可能性があります。食事中の多量栄養素は、マイクロ
バイオームの組成、つまり脂肪や炭水化物の代謝や貯蔵に
影響を与えるものなど、様々な代謝経路に関わる細菌の相対
的な数に影響を与える可能性があります。高タンパク質、低炭水
化物の食事 (HPLC食) は、マイクロバイオームに変化を与え、
犬猫の代謝経路に良い影響を与える可能性があります。この
影響は、痩せた個体よりも肥満の個体でより顕著に確認され
ました。169,172,173

図10︓
大豆イソフラボンの化学構造

大豆イソフラボン
ペットの減量戦略を立てる際には通常、毎日同程度のカロ
リー制限を行う継続的カロリー制限（continuous calorie 
restriction：CCR）が利用されています。
一方、間欠的カロリー制限（intermittent calorie restriction：
ICR）は、ヒトでは「プチ断食」としても知られ、絶食期間や
カロリー制限を行う期間と自由採食期間を交互に行うカロリー
制限方法です。
 
ピュリナの研究では、毎日維持エネルギー量（MER）の75%
を与えられた肥満猫（CCR減量プログラム）と、月の前半に
75%のMERを与えられ、残りは100%MERを与えられた
肥満猫（ICR減量プログラム）が比較されました。CCR減量
プログラムの猫は6か月間、ICRプログラムの猫は最大
12か月間あるいは理想的なBCSに到達するまで追跡調査
されました。結果的には、ICRによる減量プログラムを実施
された猫の多くが、試験期間中に理想的なBCSに達しました。
月単位では、脂肪と体重の減少率に有意差はありませんで
した。ICR減量プログラムの猫は、カロリー制限期間が月の
半分しかなかったため、全期間カロリー制限を行う必要の
あるCCR減量プログラムの猫よりも高い消費エネルギー量
を維持できていた可能性が考えられます。139
 
断続的なカロリー制限を行うことは、減量プログラムを組む
上でのひとつの選択肢になる可能性が示唆されました。しかし
ながら、肥満のペットに推奨できる最適なICR減量プログラム
を開発するには、さらなる研究が必要だと考えれます。

断続的なカロリー制限

カルニチンは、長鎖脂肪酸 (LCFAs) をミトコンドリアに輸送
して酸化（燃焼）することでエネルギーを生成するアミノ酸の
一種です。

カルニチン

減量のために高繊維食または高繊維かつ高タンパク質の
食事を与えられた肥満犬では、細菌叢の多様性が増加し、
彼らのマイクロバイオームの組成は痩せた犬のものに類似す
るように変化しました。171

さらに、減量のために高繊維で高タンパク質の食事を与えら
れた肥満の犬では、腸内細菌叢の不均衡（ディスバイオーシス
指数）の改善もみられました。167  食事、マイクロバイオーム
および体組成の間の複雑な関わりをより深く理解することで、
将来は肥満や過体重のペットに対する新しい栄養学的な
介入が行えるようになるかもしれません。

■ エネルギー代謝の向上
■ インスリンクリアランスの改善
■ 酸化ストレスの減少

ゲニステイン ダイゼイン

グリシテイン

カルニチン
＋長鎖脂肪酸

ミトコンドリア ATP産生

肥満動物における
マイクロバイオームの役割

マイクロバイオーム(ここでは、腸内に生息する微生物叢だけ
でなく、その遺伝子及びそれを取り巻く環境条件も含む) は、
エネルギー代謝とその均衡をとる上で重要な役割を果たして
います。
 
過去の複数の研究により、マイクロバイオームと体組成との関連
が明らかになりました。165-168
 

■ 肥満の犬猫のマイクロバイオームは、痩せたペットのものより
　も多様性に欠け、その安定性も低い。167-171

■ マイクロバイオームが多様性に富んでいることは、より健康
　であることの指標になり得る。172
 

しかし、これらの研究で観察された差異が肥満の発生の要因
なのか、それとも肥満の結果生じたものなのかはまだ明らか
にはなっていません。171

ニュートリゲノミクスは、栄養が遺伝子発現にどのように
影響するかを研究するものです。
ピュリナは他の研究機関と共同で、食事と減量が腸内の
微生物叢の遺伝子発現に及ぼす影響と、この微生物叢に
よって影響を受けると考えられる代謝経路についての
研究を続けています。

低炭水化物
の食事

腸内細菌叢の
多様性が増強
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この結果に対するタンパク質とカルニチンの関係はまだ解明
されていません。

ピュリナの研究によると、大豆イソフラボンは肥満の犬の
体重管理に役立つ可能性があることが示唆されました。
162-16 4  去勢手術が終わった犬に、大豆胚芽ミールを使用
したイソフラボンを豊富に含む食事を12か月間給与しました。
１日の消費エネルギーを25%上回る量の食事を与えて飼育
された場合でも、イソフラボン入りフードを与えられた犬は、
同量の対照食（イソフラボンを含まない食事）を与えられた
犬と比較して、体重の増加が50%抑制され、体脂肪の蓄積
量も減少しました。162,163

猫では、イソフラボンの摂取により食物摂取量が減り、去勢
後において適切な体重を維持するために役立つ可能性がある
ことが示唆されています。60

上記以外にも、高イソフラボン食の給与により期待できる
ことを以下に記します。164

大豆イソフラボンは、抗酸化作用を持つ天然化合物で犬の
体重管理に役立ちます。ヒトで行われた研究によると、イソ
フラボンには、特定の癌のリスクを下げたり、コレステロール
や体重、腹部の脂肪の蓄積を低下させるなど、多くの利点が
あることが報告されています。160,161

食事中の多量栄養素は、マイクロバイオームの組成に影響を
与える可能性があります。食事中の多量栄養素は、マイクロ
バイオームの組成、つまり脂肪や炭水化物の代謝や貯蔵に
影響を与えるものなど、様々な代謝経路に関わる細菌の相対
的な数に影響を与える可能性があります。高タンパク質、低炭水
化物の食事 (HPLC食) は、マイクロバイオームに変化を与え、
犬猫の代謝経路に良い影響を与える可能性があります。この
影響は、痩せた個体よりも肥満の個体でより顕著に確認され
ました。169,172,173

図10︓
大豆イソフラボンの化学構造

大豆イソフラボン
ペットの減量戦略を立てる際には通常、毎日同程度のカロ
リー制限を行う継続的カロリー制限（continuous calorie 
restriction：CCR）が利用されています。
一方、間欠的カロリー制限（intermittent calorie restriction：
ICR）は、ヒトでは「プチ断食」としても知られ、絶食期間や
カロリー制限を行う期間と自由採食期間を交互に行うカロリー
制限方法です。
 
ピュリナの研究では、毎日維持エネルギー量（MER）の75%
を与えられた肥満猫（CCR減量プログラム）と、月の前半に
75%のMERを与えられ、残りは100%MERを与えられた
肥満猫（ICR減量プログラム）が比較されました。CCR減量
プログラムの猫は6か月間、ICRプログラムの猫は最大
12か月間あるいは理想的なBCSに到達するまで追跡調査
されました。結果的には、ICRによる減量プログラムを実施
された猫の多くが、試験期間中に理想的なBCSに達しました。
月単位では、脂肪と体重の減少率に有意差はありませんで
した。ICR減量プログラムの猫は、カロリー制限期間が月の
半分しかなかったため、全期間カロリー制限を行う必要の
あるCCR減量プログラムの猫よりも高い消費エネルギー量
を維持できていた可能性が考えられます。139
 
断続的なカロリー制限を行うことは、減量プログラムを組む
上でのひとつの選択肢になる可能性が示唆されました。しかし
ながら、肥満のペットに推奨できる最適なICR減量プログラム
を開発するには、さらなる研究が必要だと考えれます。

断続的なカロリー制限

カルニチンは、長鎖脂肪酸 (LCFAs) をミトコンドリアに輸送
して酸化（燃焼）することでエネルギーを生成するアミノ酸の
一種です。

カルニチン

減量のために高繊維食または高繊維かつ高タンパク質の
食事を与えられた肥満犬では、細菌叢の多様性が増加し、
彼らのマイクロバイオームの組成は痩せた犬のものに類似す
るように変化しました。171

さらに、減量のために高繊維で高タンパク質の食事を与えら
れた肥満の犬では、腸内細菌叢の不均衡（ディスバイオーシス
指数）の改善もみられました。167  食事、マイクロバイオーム
および体組成の間の複雑な関わりをより深く理解することで、
将来は肥満や過体重のペットに対する新しい栄養学的な
介入が行えるようになるかもしれません。

■ エネルギー代謝の向上
■ インスリンクリアランスの改善
■ 酸化ストレスの減少

ゲニステイン ダイゼイン
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カルニチン
＋長鎖脂肪酸

ミトコンドリア ATP産生

肥満動物における
マイクロバイオームの役割

マイクロバイオーム(ここでは、腸内に生息する微生物叢だけ
でなく、その遺伝子及びそれを取り巻く環境条件も含む) は、
エネルギー代謝とその均衡をとる上で重要な役割を果たして
います。
 
過去の複数の研究により、マイクロバイオームと体組成との関連
が明らかになりました。165-168
 

■ 肥満の犬猫のマイクロバイオームは、痩せたペットのものより
　も多様性に欠け、その安定性も低い。167-171

■ マイクロバイオームが多様性に富んでいることは、より健康
　であることの指標になり得る。172
 

しかし、これらの研究で観察された差異が肥満の発生の要因
なのか、それとも肥満の結果生じたものなのかはまだ明らか
にはなっていません。171

ニュートリゲノミクスは、栄養が遺伝子発現にどのように
影響するかを研究するものです。
ピュリナは他の研究機関と共同で、食事と減量が腸内の
微生物叢の遺伝子発現に及ぼす影響と、この微生物叢に
よって影響を受けると考えられる代謝経路についての
研究を続けています。

低炭水化物
の食事

腸内細菌叢の
多様性が増強
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骨格筋や内臓などの脂肪以外のすべての組織が含まれる“除脂肪体重”を維持することは、
健康を保つ上で重要な意味合いを持っています。
また、子犬や子猫の頃から理想的な体重を維持することで、ペットの長寿化にも貢献できます。

ペットと暮らす上で、肥満のリスク因子をできる限り排除し、運動を促進し、さらに栄養学の
知識を活用することで、肥満は適切に予防・管理することができるようになります。
肥満を助長する要因のひとつである飼い主については、彼らの行動や心理を理解することが
行動修正を促す上で重要な役割をはたします。

減量計画を成功させるためには、ペットと飼い主の両方のニーズを踏まえた上で、個々に応じ
た減量計画を作成し、細やかな定期検診を行うことが大切です。
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付録︓ボディコンディション（BCS）システム
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DOG

肋骨や背骨、骨盤などがはっきりと見え、全体的に骨
ばっています。体脂肪は全くなく、筋肉も落ちています。

肋骨、腰部の背骨と骨盤が容易に分かり、明らかに痩せ
ています。最低限の筋肉だけがあります。

肋骨は容易にわかり、最低限の脂肪だけが見られます。
ウエストは容易にわかり、上から観察できます。腹部の
巻き上がりは、はっきりとしています。

肋骨はわずかに脂肪に覆われています。ウエストは上か
ら見て見分けがつくが、はっきりしません。腹部の巻き
上がりはわかります。

肋骨は体脂肪に覆われていて触るのが難しくなります。
胸のあたりや尾の付け根あたりに脂肪がついています。
腰のくびれは見られないか、見えてもほんのわずかです。

肋骨は厚い脂肪のため触れませんが、力を入れると
触れることが出来ます。厚い脂肪が背骨や尾の付け根
を覆っています。ウエストのくびれは見られず、腹部の
巻き上がりも認められません。明らかに腹部の膨満が
認められます。

胸部や背骨、尾の付け根あたりに脂肪がつきすぎてい
ます。腰のくびれも腹部の巻き上がりもありません。
首や肋骨にも脂肪がついています。おなかも出てしまって
います。

肋骨を触ることができますが、無駄な体脂肪はついて
いません。上から見ると肋骨の後方に腰のくびれが見ら
れます。横からみると腹部が巻き上がっています。
理想的な体型です。

胸のあたりを触ると容易に肋骨を触ることができます。
このとき体脂肪がほとんどないのがわかります。背骨の
突起が容易に観察できます。骨盤の骨も突出している
のが分かります。腰のくびれや、腹部が巻き上がって
いるのがはっきりしています。

CAT

短毛種では肋骨がはっきり見え、脂肪が全くついて
いないのがわかります。腹部が極端に巻き上がり、
背骨や腰の骨がはっきりとわかります。

短毛種では、肋骨が容易に見え、腰部、背骨にわずかな
筋肉が見られます。脂肪は認められず、腹部はへこんで
います。

肋骨の後ろからはっきりとウエストのへこみが見られ
ます。肋骨はわずかに脂肪で覆われています。最低限
の脂肪が腹部にあります。

理想体型。肋骨の後方に腰のくびれがみられます。
肋骨は薄く脂肪に覆われていて、触ることができます。
腹部についている脂肪もわずかです。

肋骨は適度に脂肪で覆われているが、触ることはでき
ます。ウエストがわかりにくい程度腹部が丸く見え、
適度な脂肪がついています。

肋骨は脂肪で覆われているため、触ることがやや困難
になります。腰のくびれもわかりづらくなります。腹部に
やや脂肪がつき、おなかが少し目立ちます。

肋骨は厚い脂肪に覆われていて触ることができません。
腹部、顔、手足は厚い脂肪に覆われています。ウエストに
くびれがなく腹部の膨満が見られ、たっぷりと脂肪が
見られます。

肋骨に多くの脂肪がつき、触ることができません。
胸部や顔、脚のあたりにも多くの脂肪がついています。
腹部にも多くの脂肪がつき、おなかが出ていて、腰の
くびれがなくなっています。

肋骨はすぐにわかりますが、うっすらと脂肪で覆われて
います。背骨もすぐにわかり、肋骨の後方に腰のくびれが
はっきりしています。
腹部にはわずかな脂肪がついています。
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